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Abstra(:t

The snatch blocks used for wiring of theACSR are usually made of cast

iron.When the ACSRis passlng throughthe snatch block,itis subjected
to

the bending deformation along the periphery of the snatch block and soits

diameter,pitch and strand tend to change.Especially,the aluminium compo-

nent wires receive apparent scratches on their surfaces which are broughtin

contact with the snatch block or the steelcomponent wires.Recently such

attempts havebeenmadefor theimprovementin thisrespectas to userubber

instead of castiron for snatch block.The writers have trially made a snatch

block by molding the hard rubber and studied experimentally the effects of

these snatch blocks of different materials on the quality of the240mm2ACSR.

The results are as follows:

(1)Any damage was not found on thesurface of thealuminiumcomponent

wires which camein contact with the rubber mold snatch block,While

much damage was causedin case of the castiron typesnatch block･

In addition,theinnerlayer aluminium component wires were damaged

more severelyin thelatter case.

(2)The tensileload of the aluminium component wires decreased bylO%

afterpasslngthroughthecastirontypesnatchblock,Whereas nochange

was observed with those passed through the rubber mold snatch block.

(3)As to the distribution of thestrainfor the aluminium component wire

(outside the snatch block)at the time of passing throughthe rubber

mold or castiron type snatch block the maximum value was smaller

in the former thanin thelatter.

釣車通過試験(7)についても実験的に論究してある

〔Ⅰ〕緒 盲

超高圧送電線としては関西電力株式会社,丸山幹線に

610mm2ACSR(鋼心アルミ撚綿)が使用され,最近ま

た電源開発棟

使用されよう

会社,佐久間幹線に610mm2ACSRが

している｡

日立製作所においては電源開発株式会社および東京電

力株式会社に協力してACSRの研究(1)～(3)として従

明されていない最近の機械rl勺諸問題について研究を行っ

て来た(4)～(10)ごなおこれらの論文の中で610Tnm2ACSR

*

日立製作所日立電線工場:艶博
*****

日立製作所日立電線工場

が,その結果によると鉄製釣 通過によるアルミ外層と

内層の涯汀ま非常に大きいことがあきらかとなっている｡

また一方電源慄傑職式会社においてはこ を

､
･

l

〝
レ
′

るため十勝幹線240mm2ACSRの郡2期工叫にゴム弓点

り釣車を試用したい志向があった｡そこで口立製作所は

これに協力して各種のゴムモ←ルド釣帝を試作した｡ゴ

ムモールド釣 が外層アルミ線ならびに内 の繰
ニ
､

-レア

庇に対してどの程度の効果をおよぼすものであるか,ま

た架線巾におけるゴムモールド釣車の剥離あるいは変形

が起るかどうか土いう点に_重点をおいて従 さ聾望釣中

を使用した場合との比較実験を行ったのでその結果てつ
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いて報告する｡

[ⅠⅠ〕釣 手 の 種 類

ACSRの外層アルミ線の庇を少くするためにはゴム張

り釣車を用いることが望ましい｡一方これにはゴムの剥

離と変形の欠点が伴うことになる｡そこで前者の利点を

生かし後者の欠点を少くするためゴムモ←ルド を採用

した｡さらに一層接請を完全にするため釣車フランヂの

外側にもゴム被 を施し,この蓮 のため数箇の横孔を

設けたものあるいは釣車碍の底部に数笛の孔をあけた埋

込み式のものを組合せた4種の釣車を試作した｡つぎに

ゴムの変形を防ぐためゴム質を検討し,特殊の硬質ゴム

ル汐/

第･1図 試作 ゴ ム モ ←

ルド釣卑

Fig,1.Rubber Mold Snatch Block

Produced on Trial

第2図 ゴムモ･-/レド釣車の

Fig.2.Appearance of Rubber

Snatch二Block

外観

Mold

第37巻 第7号

を使用した｡第1図にこれらの4種の方法によって製作

したゴムモールド釣車を示す｡なお一例を写鄭こ示した

のが第2図である｡いずれも釣車外径は12吋で同じ外

径をもつ鉄製釣車との比較を行うことにした｡なお釣車

の重量を極力制限する必要があるので本体は軽合金とし

た｡このため従 の鉄製釣車に比べ約2分の1の重量に

することができた｡

〔ⅠⅠⅠ〕釣車通過試験方法および試験結果

(り 釣車道過試験方法

釣密通過試験はゴムモールド釣車のみを使用した場合

と鉄製釣車のみを使用した場合にわけて別箇に試験を行

:､､ご ∴‥-

第3図

Fig.3.

釣 事 通 過 試 験

GeneralView of Test Shop for

仝 景

Snatch Block Passing
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第4図 釣皐通過による撚緑の平均外径(円周尺測

定による)と長短径の変化

Fig.4.Changes of Average Overall,Major

and Minor Diameter for Strand by

Passing through Snatch Block

った｡両試験はともに 240mm2(30/3.2Al+7/3.2St)

ACSR,良さ約40mを･正方形に延縄し,実際の架線時

の張力1.5tを負荷し 勒により釣 通過試験を

実施した｡ゴムモールド釣車試験にはゴムヰ㍉-ルド釣車

No･1～No･4を4筒配置し,試験を行った｡

なおACSRの接続は延繰クランプを用い試料のACSR

の移動ほ延締クランプに鋼線を結び,この銅線を左右両

側ご二酉膵壬したウインチにより往復移動した｡電線張力は

スプリング･ノミランサーで読みとり,張力の調節はスプ

リング･バランサーと固定点との問に入れたチエン･フ

ロック∴二丈った｡第3囲がその

(2)試 験 結 果

(1)外 径

第4圃に円周尺測定による

である｡

繰の平均外径および長径

土短径の変化の状況を示した｡平均外径および 径と短

径の差･は風過回数とともに大きくなっているが,通過同

数10国まではその変化は僅少である｡ゴムモールド釣

中ならびに鉄~製釣車の両試験の差異はあきらかでない｡

(2)伸 び

弟5図に示すように標点距離1mの伸びは釣車通過同

数･こしたがって漸増するがその大部分の伸びははじめて

釣中を通過する際に出ている｡なお鉄製釣車通過試験の

方がゴムモールド釣奉迎過試験より伸びは大きく釣車通
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第5図 釣車通過による

とピッチの変化

繰の伸び(榛点距離1m)

Fig.5,ChangesofElongation(GaugeLength

lm)and Pitch for Strand by Passing

through Snatch Block
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第6図 釣草通過による撚繰の回転角と操

れ角の変化

Fig.6.Changes of Rotation and Twisting

Angle forStrandbyPassingthrough

Snatch Block

過30回で3.2mmであるがゴムモールド釣尋通過訊験

の場合は1･1mmから2mmのR引こある｡

(3) ピ ッ チ

ピッチの変化は第5図の通りである｡釣車通過各回毎

にピッチはわずか変勤しているが全体としてはほとんど

増加の傾向は認められない｡

(4)回転角および振れ角

回転角は第`図に示す｡試験前の 綿の位置をOD と

して釣車通過初回の移動方向に対して右ネヂの回転をiE
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ったものである｡往復運動のため通過而に交互の変

動があり,部分的に不定であるので測定箇所の1例を示

しておいた｡つぎに振れ角を りの締る方向を正にして

第占園に示した｡鉄製釣車の場合は撚りの戻るカ■向であ

りかつその変動が若しかった｡これは笑いの問題に硯わ

れてくるものと考える｡一方ゴムモールド釣車の場合は

締る方向に多い｡ゴムモールド釣車㍑通過にしたがって

ピッチに相当した凹部ができ,したがって釣華人日直前一

において笑いを生じていたものが釣車に入る場ハ烏この

凹部におち込みピッチはこの部で規iEされる傾向が観察

された｡

(5)笑いの発生状況

笑いの発生状況を鉄製釣車およびゴムモールド釣重

No.4iこおいて通過回数5回目ごとに据影した結果が第

7図である｡この結果によると鉄 釣車の場合は第15

回,ゴムモールド釣車の場たは第251可辺より笑いの発生

が若しかった｡

第37巻 第7号

〔ⅠⅤ〕釣車通過試験後の性能変イセ

ACSRが釣車を通過すると釣中の外径こ沿うてACSR

は裸返し曲げられることになる｡したがって鈍重の外側

のACSRの素綿は伸び,釣車内仰の素繰㍑編む傾向が

あるが1木の 続した素線を考えると引張と圧縮をピッ

チおきに受けていると考えられる｡また釣車上でACSR

は電摘磁力の作用で押し潰されて楕円状になり勝ちであ

る｡さらにACSRが釣車の上を移動するときこは釣華

人l｣から出1~二lにかけて張力の増加がありこれと同時㍍釣

型Rにもとずく回転半径すなわち速度の相異によつ

て釣市と ACSRにはとりが伴うのは当然であ～〇｡~前述

のようにこれらの影響はACSRの外径の膨阜,伸びお

よび笑いに綜合されて現われ,通過回数とともこ増大し

ていることが認められた｡したがって釣車通過

鉄 製 釣 車 ゴムモールF釣専(No.4)
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第7図

Fig.7.

釣車通過試験に おけ る 撚繰の笑いの発生状況

Appearances of Looseness for Strand during Test for

Passing through Snatch Block

験後の
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素綿の機械的および電気的催屈も当然変化を受けるとみ

なされる｡

試験プバ去は電線脹`力1･5t,釣車通過回数30回実施後,

それぞれの釣 を通過したACSRの箇所を切断したも

のならびに釣車通過ElうIのACSRの撚りをもごLた素繰

について引張試験および電気抵抗なごの測定を行った｡

(1)薫線の線径

アルミ素綿および銅系綿の緑径の測定結果を第8図に

示す｡両素線上もに釣卓通過

られなく,Lたがって鉄製釣

の両通過試験にも区別がないっ

(2)薫線の重量

アル

験前後宣絨径変化 め
刀心
‖ほ

およびゴムモールド釣車

素繰の重量(g/m)を第8図に示す｡ 製およ

びゴムモールド釣帝通過試験後,外層アルミ基線は若干

重量が減少するが両試験に差異はない｡lノ1層アルミ素綿

の重量には:ま土んご変化が認められない｡鉄製釣東通

の場/㌻のアルミ外屑素絨の釣車上の接触面は押L潰され

る型の庇であるが素繰相互の真二りこよる癖:は削りとられ

る型でこれはゴムヰ∵-ルド釣密通過にも現われており,

外層アルミ素綿の重量減少を招いたもの土考える｡.

(3)乗組の抗弓長持童

アルミ素繰の杭張荷重と鋼真綿の抗引_主荷~【電の平均値を

層別に示すと第1表のようになる｡アルミ素綿の抗脹荷

寮は第1表による土鉄製釣車道過後け試験前に較/くて内

層および外層とも㌫ 少する｡その減少度は内外屑の平

均値で示す±約10%である｡これに反しゴムモールド

釣車通過によって∴丈杭肋苛亜:ま｢メす僧および外層にわたつ

第1表

Tablel.

1083

て変化はない｡これらの結果を確認するためつぎの項目

について平均値の有意差検定を危険率α=5%にとって

行うと第2表(次頁参只てりがえられる｡

鉄製釣車通過試験と試験前の内層および外層

鉄製釣車通過試験とゴムモ←ルド釣申通過試験

の内層および外層

(iii)

盲ミ
■

ト∴

(長屯)

珊

佃

ゴムモールド釣

び外層

通過試験と試験前の内層およ

第8図

Fig.8.

､
､
〓
‥
〓

ル汐/ ノ膠～ 〟〃 ノ仰イ

コもモールド

釣車通過試験前後の各啓素繰の繰径瀦よび

重量

Diameter and Weight of Each Layer

ComponentWirebeforeandafterTest

for Passing through Snatch Block

釣車通過試験前後の素緑の杭張荷重,伸び,電気抵抗および導電率

Tensile Load,Elongation,Electric Resistance and Electric

Conductivlty Of Component Wire Before and After Test

for Passlng through Snatch Block

項∴ 層

言ぺ

験言式 験

前!鉄
製

抗張荷重

(kg)

(%)

電気抵抗

(〃【2/m)

導電率

(%)

ア
ル
ミ
媒

ア
ル
ミ
線

鋼

ア
ル
ミ
線
ア
ル
ミ
線

外 層 ザ j勺

辛

層内

捨

平 均

｣う

平 月プ

辛層-
1
･

ふノ

内

捨

線

外

内

捨

層
‥
展

平

平

乎

乎

均

埼

均

均

136

139

137

1,226

1.99

1.83

1.93

6.26

ゴ ム モ ル ド

No.1 1 No.2 No.3 No.4

125

121

123

1,234

1.46

1.60

1.51

6.29

133

135

134

1,235

1.54

1.51

1.53

6.11

133

134

134

1,235

1.81

1.78

1.80

6.37

139

142

140

1,235

1.55

1.43

1.50

6.29

132

133

133

1,236

1.51

1.67

1.57

6.20
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なおゴムモールド釣車通過試験の試料はゴムクッション

の厚いNo.4釣車を通過したACSRを代表として採用

した｡また表中のダの計算値は次式(11)によった,

すなわち

ダま=-(卓;吾巳(
Jトー〃J

紹｡+柁y

紺2=∑拉二塑±∑l㌍二封)ぞ,乃=乃｡+乃y-2犯｡+紹y-2

ただし

ここで∬,yは2組の実測値,云嘉~ほそれぞれの平均

値を示し,乃∬,形γは試料数である｡

第2表によると(i)および(ii)に平均伯に有意差があ

り,(iii)には有意差が認められなく前記の結論に導かれ

る｡一方610mm2ACSRの釣車通過の際は既報(7)のよ

うに杭弓長荷重に変化が見られなかった｡電線張力の規格

抗張荷重に対する割合は本試験とほぼ同一であったが

ACSR外径と使用釣車外径(前回は24吋釣車)の比は本

試験条件の方が苛酷であり,そのため素線の庇の影響が

大きく現われて抗張荷重を減少させたものと考える｡架

線の際にゴムモールド釣車を使用する効果の一端はこの

曳にある｡鋼索綿の抗服荷重は釣車通過試験て射･ま僅か増

加しているが,第1表の平均値によるとわずか0･6%程

度である｡したがって変化をごとじないとみなしてよい｡

(4)繋線の伸び

第1表によるとアル 素綿の伸びは内層,外層ともに

釣車通過試験縁は一般に低下する｡杭張荷重にならって

平均値の有意差検定を試みると第2表の通りになる｡ア

ルミ素綿の伸びは釣 通過試験後減少するが鉄製釣車通

過試験土ゴムモ←ルド釣車通過試験の問に有意差は認め

られない｡釣車によって繰返し曲げられたため伸びが減

少したものである｡第1表によると錮黄緑の伸びは試験

前徐に変化はない｡

(5)糞線の電気抵抗

掛表に示したアルミ素繰の電気抵抗(測定退廃200C)

は釣車通過によって若干の変化が見受けられる｡しかし

実測値より試験前,鉄製釣車およびゴムモールドNo･4

第 3 表 釣車通過試験前後の

釣車について平均値の

第37巻 第7号

惹差検定を行うと第2表のよう

になる｡有意差があるのくま試験前とゴムモールドNo･4

釣車の外層素繰の平均値のし7人であり,鉄製釣車とゴムモ

ールド No.4釣車の間には有意差がない｡したがって

これらの結果上第1表の結果を綜合するとこの程 の試

験条件の下では電気抵抗が両釣車通過試験によって受け

る変化･:まきわめて小さいもの±考えられる｡

(占)薫線の導電率

第l表に示すようこアルミ素綿の導電率は試験前後に

相異てまない｡前述した電気抵抗と重量より算出したこと

を考える土面釣車通過試験こよって導電率の変化が見ら

れないのは当然である｡

(7)棒線の性能

鉄製およびゴムモールド釣車の両通過試験彼のそれぞ

れの試料こついて抗張荷重と電気抵抗を測定した結果は

第3表の通りである｡第3表による土抗張荷重は試験後

は試験抑二較べて低下しており鉄製釣車通過試験で最も

減少した｡これは釣中退過こよる庇が原同と見られる｡

第 2 表 アルミ素線抗張荷重,伸びおよび電気抵抗

の平均値の有意差検定(∝=0.05)ダ£の表

Table2.Signi丘cance Test for Mean Value of

TensileLoad,Elongationand Electric

Resistance of Aluminium Component

Wire

ゴムモールド No.4

外 層
比 較 項 目

び
一
電
気
抵
抗

14.5 (⊃

(4.13)

試験前122･○(4.14)

鉄 製

試験前.1･28
×

(4.13)

層l外 層

18.9 0

(4.30)

9.10 (⊃

(1.32)

0.42 ×

(4.30)

(注)○:有意差,有 ×:有意差,燕

麦中の債はは計算値,()内にF表値

2.02 ×

(4.13)

5.36 0

(4.13)

128. (⊃

(4.14)

0.76 ×

(4.15)

4.55 (⊃

(4.13)

0.63 ×

(4.13)

線の抗叢荷重 と 電気抵抗

Table3. Tensile Load and Electric Resistance ofStrandbefore and

after Test for Passing throughSnatch
Block

試 験 項 目 l試 験 前
■

鉄

読 弓長 荷 重 (kg)

電 気 尭 抗(〃Q./m)

11,740

112.4

11,360

113.0

塾

11,510

114.7

11,590

111.3

11,520

109.9

No.4

11,500

113.0

内 層

4.11 ×

(4.30)

10,3 (⊃

(4.30)

5,60 0

(4.30)

0.70 ×

(1.32)

0.56 ×

(4.30)

0.00 ×

(4.30)

規 格 値

10,-150

119.5
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釣車通過試験前後の釣車外径(購径mm)

Outer Diameter of Snatch Block

before and after Test for Passing

through Snatch Block

釣 華;3凹定位置 書芸1℃駿前外径

No.4

試験後外径!変 形 量

298.0

299.0

301.0

300.0

301.9

301.8

299.3

299.2

296.8

296.7

(注)測定位置A,Bは釣車上互に直角方向にマークしれ位置な示す｡

なお笑いが発生しているため引張試験の際合金端子…(6)

を使用しても荷重の分担が不均等にかかりやすく精度が

低下すること･:主免がれな■.､｡

(8)ゴムモールド釣董の性能

ゴムモールド釣申を採周するためには電線自体の性能

は勿論のこ±さらに釣車の耐久度も屯要な課 である｡

したがって釣車の耐久試験㍑別途に行う必要がある｡し

かし本試験彼の試作釣車の性能もまたゴムモールド釣車

用の際の検討資伸二なる土思われるので釣車の変形状

況および外観なごこついて以下述べることにする｡

各釣車について試験前彼の釣車外径(溝径)を測定し

た結果は弟4表に示す通りである｡第4表によると両直

径A,βともに変形量は小さくゴムクッションの厚みの

影響が見られない程度である｡なおゴ.ムクッショニンの厚

みはNo.1釣車･:七比較的薄くNo.2～No.4釣申は比較

的厚くしてある｡試験後のゴムモ←ルド釣車の満部の写

頁を弟9図に示したが,ACSRの通過によって

みなどの変形が認められないことがわかる｡

つぎにACSR の通過によって残された素綿の痕跡も

第,図に示す通り,ゴムクッションの薄い No･1釣車

は浅いがそれに比較してゴムクッションの厚いNo･2～

No.4釣 ほやや深い痕跡が認められた｡しかしいずれ

も硬質ゴムのため凹みの程度は軽微である｡本試験後,

ゴムの剥離は勿論,釣車本体とのゴムのずれも全然生じ

ていないことが判明した｡

〔Ⅴ〕架線法のアルミ素線におよぽす影響

(鉄製釣車とゴムモールド釣車)

(1);庇

素綿の症の発生兆況を鉄製釣車通過試験とゴムモール
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第9図

Fig.9.

ド釣車道

試験後の ゴムモールド釣車の状況

Appearances of Rubber Mold Snatch

Block after Test

試験について比較検討した結果の一例を示す

と第10図の通りである｡

まず外層アル 素繰の外面につし

場合は庇の発生状況カ

はて

多が数回

著しく増加している｡ゴムモール

30同道過試験後において 全は症,も 妖

釣車使用の

なるにつれて

こは釣車

しない｡外層

アルミ素線の内面および内層アルミ素繰の外面について

は鉄製釣車の場合に相当著しい症が見られるが,ゴムモ

ールド釣車の場伸二はごく浅い症が規われ,特に内層ア

ルミ素綿の庇ほならされてついており,これは外層アル

ミ素綿が内層アルミ素線に沿ってこすって移動した形跡

がある｡つぎに内層アルミ索繰の内面については鉄製釣

車の場合には鋼素綿が喰い込んだ深い痕跡が見られ,こ

れはACSR にとって釣車架線方式による致命傷とみな

されるものであるり ゴムモールド釣車においてもこの鋼

黄緑との接触師二庇が生じるが鉄製釣単に比して庇はは

なほだ浅い｡この庇の問題は鉄製釣車とゴムモールド釣

車の著しく相異した点である｡

(2)歪 分 布

ACSRが釣車を通過する際に外層アルミ素線にかなり

大きな引張歪が生ずることを既報(7),(10)においてあきら

かにした｡すなわち610mm2ACSRが24吋釣車を通

過する場r_㌣の最大引張歪は 0.55～0.60% に達した｡そ

こでゴムモールド釣車を使用した場合にゴムの変形を考

慮するとこの歪分布の見地より利点があるのではないか
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第10図 過通草釣 験後の ア ル ミ 素線の 庇発生状況

Fig.10･ Appearances of Wound for Aluminium Component Wire

after Test for Passing through Snatch Block

と期待される｡

以上を比薮するため,すでに発 した方法(7)･(10)を用

いて実験を行った｡まず延綿時にj正方形直辺部の釣車外

側(ACSRの曲げの引張側)の外層アルミ某綿に単線歪

綿を貼付けた｡ついで乾燥後,電線張力1.5tを負荷し

そのときの歪計の読みを零として静かに釣車上にその部

分を移動させた｡測定烏釣車に接触する人口より鈍重を

離れる出11まで22.50ぉきに5箇所に分けてそれぞれの

位置にACSRを停止させて行った｡なお盃綿は長さ

57.5mm(外層アルミ素綿ピッチの約4分の1),抵抗肺

60Qのものでゴムモドルド釣車通過試験の場合江No.3

の釣申について歪を測定した｡

測定結果ほ第11図の通りである｡鉄製釣車の場合は第

11図のように釣車接触部｢卜央においてほぼ一定値を示し

0.990% の引張歪を生じる｡釣車通過後匿辺部にくると

歪は0.295%を示して1､るがこれは残留歪である｡つぎ

にゴムモールド釣車通過試験の場合の歪分布は第11図の

通り往路ほ最南弓l張歪0,830%,夏 留歪0.225%であり,

復路は最高引張歪0･905%,妓摺歪0･280%である｡鉄

製釣車道過試験の方が釣車通過の際の歪が大き十復路の

歪測定の際1%を超えて歪綿が断綿した｡

610mm2ACSRの釣車通過試験(7),(10)において釣車

外側の外層7ルミ真綿の歪分布は釣車頂点で極小値を持

っており,これは外層アルミ素綿のピッチと釣申接触弧

の長さに原因することを指摘しておいたり同じ珊【_l_1で本
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直辺郡+釣車上一←直辺誹
測 定 位 置

(注)鉄 製 釣 車 往路:○

ゴムモールド釣帝‡窪荒…雪
外層アルミ束縛ピッチ 236mm

第11図 釣車通過時の釣車外側外

素線の歪

ア ル

Fig.11.Strain of Outer Layer Aluminium

Component Wire(Outside Snatch

Block)at Time of Passing through

Snatch Block

実験においてほこのような極小値を持たず歪分布は一定

偵になるものと考える｡すなわち240mm2ACSRの外

層アルミ素線のピッチは236mmで,一方 接触弧の

長さは鉄製釣車の場合･は237mm,ゴムモールドNo･3

釣車は235mmでそれぞれほぼ外層アルミ素繰ピッチに

等しいかあるいは小さいかである｡したがって釣車外例

の外僧アルミ素綿の釣車内側に出る両端ほ釣車より離れ
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てほとんど電線張力下にあり,州則の圧縮状態が釣車頂

点の外側素綿の引張歪にお土ぼす影響が小さいため前ll享~】

のような極小値が現われない｡なお同時に釣車接触弧の

長さがピッチより小さいことは歪の条什を悪くする｡つ

ぎに鉄 釣専を他用~す~る場合に歪が大きくなる珂由とし

て挙げられるものほゴムモールド釣車ほACSRの接触

圧力によりゴムが変形して有効半径が人きくなること並

びにゴムの圧下に伴う変形が素繰の傾斜角を曲げ抵抗の

少いノブ向に押しやるためと考えられる｡これについてほ

さらに十分な吟味が必要上なろう｡以__L二の点もゴムモー

ルド釣車を架線時こ使††｢Lトる七きの特長土考える｡

〔ⅤⅠ〕結 ロ

以上超■ふ虹送電磯の架線法王して鉄製釣弔およびゴム

モールド釣車を用いた場浩二ついて比較検討した結師･‡

つぎの通りである｡すなわち

(1)ゴムモールド釣車を肝∨､た場合外増アルミ素綿

の釣車と接触する両は全然外傷を受けない｡それに

比較して鉄製釣重を他州する場什は損傷が~著しい｡

外層アルミ宗繰とl勺層アルミ裏紙の接触面も鉄製釣

重の方が庇が深い｡つぎに内♪.ゴ7ルミ宗綿の内面け

製釣嘩の場合鋼線の噴い込みの傷痕がほなはだ探

いがゴムモールド釣車の場合は比薇軌戌1J､ことが判

明した｡

(2)鉄製釣価を使Hlの場合は りのもどりが大きい

がゴムモールド釣車で:~エ反対に撚りの締るカ向に作

用し,ゴム表山にピッチに相当する凹みができ,こ

れがピッチを規正する働きをすることがわかった｡

(3)鉄製釣密通過試験後アルミ素綿の抗張荷重ほ

10%低下するが,これに反してゴムモールド釣直通

過試験後のアルミ業績ほ杭i)長荷市に変化のないこ

がわかった｡

(4)釣蒋通過の際の釣車外側外用アルミ素綿の歪分

在ほ 製釣車の場･｢㌻のんがゴムモ←ルド釣車より大

きくかつ釣車上でほぼ一対直を持つことをあきらか

にした｡これは外層アルミ素繰のピッチが釣密接触

弧の良さより小さくないことに頂閃がある｡なおピ

ッチは236mm,接触弧長はゴムモ←ルド釣申では

235mm,鉄製釣申では237mmである｡

(5)4種頓の方法によって試作したゴムモ←ルド釣

ゴムの変形,剥離およびずれが全くおこらない

こ上が判明した｡

以上の結果ゴムモールド釣卓を位円けること･は非常に

有利である｡なお4帖の試作釣車のACSR性能におよ

ばす形響に差異㍑認められなかった｡

終りに本′実験に当り挿々御指導を賜った電源l謂発株式

会社山本所長,林課長,栗崎,金子,河l月の諸氏および

Fl立製作所口立電線工場内藤,㍊四両部良,久本,大和

両 艮,高橋主任ならびにゴムモールド釣車を試作して

頂いた大竹主任に深 すると

ナ
一

もし｣ に協力された小

旨≡て,火.島,大貫君らの関係者にお礼申し上げる｡
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新 案 の 紹 介

形 調 庄

実用新案第412535号

空気制御方式によるパワーショベル等

において,クラッチ才βよびブレーキ等を

空気ピストンで操作する棒遷とした場

合,空気ピストンに作吊させる空気圧力

を自由に変えることができれば操作上有

利である｡

この調圧弁は前記のような場合に適す
るものである｡

導入口から圧気を送ると,その圧力お

よびバネ Slの力により給気弁体のゴム

輪は弁座に密着する｡

操作粁を中立位置イからロ側へ徐々に

動かせば,制御だが押圧部により押され,

制御バネおよび制御筒をかいして案内筒

が右方に動かされ排気弁のゴム輪に∃妾蝕

する｡

爪≠

､

さらに操作杵をロ側へ動かせば,給･

排気弁体が案内筒をかいして右方に押し

動かされ給気孔が開く｡したがって圧気

は弁室に入り連絡口から操作シリンダに

流入する｡このとき案内筒を左方へ押す

力が案内筒を右方へ押す制御バネの力より大きい場合

は,給気弁体は閉じ案内筒は左方へ動かされ排気弁体か

ら離れるので,余分の圧力空気が排気孔,孔H を経て

排出口から排出される｡そして制御バネの力と釣合うと

ころで案内筒は静止する｡

また弁室の圧力が低過ぎる場合には制御バネの力の方

が強いので,給･排気弁体は案内筒と一体になって右方

に移動され釣合うところで静止する｡つまりちようど釣

合った時は,給･排気弁体両方が完全に閉鎖状態を呈し

実用新案第417747号

､操作朽
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た時である｡

給･排気弁体が閉じる場合,弁産は制止部によりそれ

ぞれゴム輪に必要以上にくい込むことを防がれる故,空

気洩れをよく防止できると共にゴム輪の耐久性が増大さ

れる｡

この詞圧弁は構造が割合い簡単で/J､形に構成すること

ができ,圧力感応体にべローを用いたので感度が高く長

打な詞圧作動をする｡1.2m3ショベルの詞任弁として使

用し良い成績を得ている｡ (富田)

青礪巾
Jし二.ヽ

フ ッ ク 装 置

可動羽根プロペラ水車相羽根卑のような竪軸休を吊り

上げる場合,従来のフック 置では,水草主軸のフラン

ジの上に羽根操作用ロッドが突出しているため,羽根車

の上りが悪くなり建家をそれだけ高くする必要が生じ

る｡この欠点を補うため特殊な吊金具をつくりフックと

二取りかえて吊ることも行われているが,取りかえに相当

の時間がかゝ町面倒である｡

このフヅク装置は,フックの軸部分に貫通孔を設けた

もので,その貫通孔内に竪軸体を挿入して吊り上げるこ

とにより,上りを良くし,したがって建家も低くするこ

とがで垂る｡またフックを特殊な吊金具と取りかえる手

数が要らないので便利である｡ (富田)

ニー7塵
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